


















福 田 真 す輔けふく だ L ん
医 ず悼Z与, 博 士
第 1 030 τE玉コ
昭和 41 年 10 月 31 日
医学研究科外科系





















に第 3 ・第 4頚椎閣の高さでの結紫を片側および両側につけ加えたものをつくった。 1 ないし 4 週経








なかった。 4 ないし 13週で屠殺した o Spalteholz 透明標本を作製し，脊髄の横断面における血管の分




cyano・acrylate 系樹脂を注入し，第 3 頚髄根動脈より上部の前脊髄動脈内に合成樹脂をみたしてその
血流を遮断した。樹脂注入と同時に後弓反張称のスパズムと緩慢な呼吸がみられたロ手術翌日はほと





ポリエチレンチューブの先端をあらかじめ閉じ，さらに側壁に side slit を加えたものを椎骨動脈内
に挿入し，上記樹脂を注入すると根動脈を通じて pial plexus を閉塞することに成功し，その側の片





















も，本実験は十分に留意されており，特に前脊髄動脈や pial plexus を樹脂注入という遠隔操作によ
って脊髄に直接子を加えることなく閉塞したことは，特にその独創性においてすぐれている。
実験の結果，頚髄の虚血性 myelopathy の成立には，椎骨動脈や根動脈のように脊髄に直接に接し
ない血管のもつ意義は比較的すくなく，前脊髄動脈・ pial plexus ・後脊髄動脈をふくめた脊髄表面の
血管の閉塞が重要な意義をもつことがあきらかになされた。このことは従来のいろいろな血流障害説
に対する一つの実験的解答であり， Cloward 手術などの脊髄前方除圧迫手術が有効である臨床上の事
実を裏づける根拠ともなると考えられる D
さらに本実験は，臨床上しばしば経験する前脊髄動脈症候およびその他の脊髄血管障害の実験的研
究ともなり，血流障害による脊髄性片麻揮の存在を実証している口本実験にて脊髄に空洞が生じた乙
とは，いろいろ論じられている脊髄空洞症の成因のーっとして，脊髄の血流障害のあることを実験的
に証明したものである。
